
学
界
消
恵

　
　
　
　
園
　
臭
　
闘
　
係

読
史
会
例
会
　
七
月
ナ
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
陳
列
三
三
瓢
教
室

内
村
鑑
三
の
社
会
意
識
　
　
　
　
　

黒
田
　
徹

琉
球
黒
目
題
と
グ
ラ
ン
ト
　
　
　
　
　
杉
井
　
山
潮
瀬

読
史
会
例
会
七
月
三
十
日
（
金
）
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館
一
・
二
母
合
併
窒

前
期
古
墳
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
小
林
　
行
雄

難
汲
富
堤
の
発
見
　
　
　
　
　
　
　
山
根
徳
太
郎

心
く
陶
繊
歴
輿
学
会
鵡
八
ム
竃
　
山
ハ
月
北
時
し
て
録
　
（
臼
）
本
曲
剛
九

　　　古H
　　豊代本馬
討議申の史論
青　の部に
者長里　お
　　　　す

　　　　畿
　　　　内

大
阪
市
立
美
術
館
内
講
堂

横
田
　
健
一

田
中
　
　
卓

直
木
孝
次
郎

封
建
の
部

　
大
阪
周
辺
に
お
け
る
商
品
生
産
と
堆
主
制

　
　
議
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部

攣
　
界
　
溝
　
息

爽
琴

　
　
副
議
長
　
　
　
　
　
　
　
　
高
尾

　
　
報
管
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
木

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

京
大
大
掌
院
懇
談
会
　
七
月
三
旨
（
土
）

階
代
の
仏
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
子

　
　
　
　
西
洋
史
関
係

綜
合
研
究
例
会
　
九
月
十
一
臼
（
土
）

哲芳一
浩夫彦

秀
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
西
洋
史
研
究
室

現
代
史
の
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
貞
次
郎

　
　
　
　
地
理
学
関
係

櫛
田
川
流
域
総
合
調
査

　
文
部
雀
科
掌
研
究
費
に
よ
る
総
合
研
究
「
櫛
隈
川

　
を
中
心
と
す
る
南
勢
平
野
の
歴
史
地
理
掌
的
研

　
究
」
は
、
寄
る
七
月
十
二
、
十
三
醒
の
予
備
調
査

　
に
引
き
蒼
き
、
七
月
弾
入
、
尊
属
、
錯
の
三
目
闇

　
第
一
圓
本
調
査
を
行
っ
た
。

　
　
参
加
者
は
京
都
大
掌
（
織
田
・
藤
岡
・
西
村
・

浮
田
・
宋
尾
・
矢
守
・
堀
江
外
醜
名
）
名
古
屋
大

学
（
井
関
）
立
命
館
大
掌
（
谷
岡
・
樋
口
）
神
戸

大
学
（
石
川
）
三
重
大
学
（
松
田
外
二
名
）
京
都

学
芸
大
学
（
野
田
）
滋
賀
大
学
（
小
林
）
そ
の
ほ

　
か
二
十
数
名
に
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
地
形
・
潮
干
遺

構
・
集
落
・
交
通
・
土
地
利
用
・
薪
田
・
商
工

　
業
・
漁
業
・
入
口
・
村
落
構
造
等
、
多
方
面
に
亘

　
つ
て
歴
史
地
理
学
納
縄
…
点
よ
り
調
査
研
究
を
行
つ

　
た
。
該
地
域
は
従
来
こ
の
種
研
究
の
極
め
て
未
關
開

　
拓
な
地
域
で
あ
り
、
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

人
文
地
理
学
会
第
七
回
例
会
　
九
月
二
十
五
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
賀
大
学
学
芸
三
部

フ
ラ
ン
ス
学
派
に
お
け
る
生
活

様
式
の
概
念
に
つ
い
て

鈴
鹿
西
緑
の
山
村
調
査
報
告

地
域
設
定
及
び
地
域
の
分
析
に
比
す

る
帰
つ
の
試
み
i
…
－
山
　
口
一
二
狭

川
・
厚
東
川
流
域
を
対
象
と
し
て

　
　
　
　
考
古
学
関
係

谷
岡
武
雄

宮
畑
巳
年
生

西
村
睦
男

長
崎
察
畳
渋
滞
田
河
町
原
の
辻
遺
蹟
の
調
査

　
東
亜
空
酒
学
会
に
よ
る
昭
和
背
九
年
度
羊
雲
轟
の

　
調
査
は
、
去
る
七
月
十
五
臼
か
ら
約
一
箇
月
遮
水

　
野
鍛
授
を
主
班
と
し
前
年
産
に
引
き
続
き
写
植
東

　
爾
部
に
位
罎
す
る
原
の
辻
遺
蹟
に
対
し
て
行
わ
れ

　
た
。
遣
蹟
の
薦
南
域
に
約
一
七
〇
平
方
米
の
ト
レ

　
ン
チ
を
い
れ
た
結
果
、
多
数
の
弥
生
式
土
器
と
共

　
に
こ
れ
と
伴
出
す
る
若
干
の
漢
式
土
器
片
を
得
、

　
弥
生
式
中
期
に
鴎
す
る
壕
を
め
ぐ
ら
し
た
平
地
住

　
屡
堤
一
を
明
か
に
し
得
た
。

大
津
市
石
山
貝
塚
の
調
査

　
瀬
田
川
西
襟
に
位
概
す
る
石
山
貝
塚
の
口
強
調
査

一
ご

（62ユ）



学
　
界
　
溝
　
息

　
は
、
京
大
考
古
学
教
窒
の
坪
井
清
足
を
主
班
と
し

　
臨
月
十
五
臼
か
ら
十
臼
聞
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

　
編
文
式
早
期
に
属
す
る
昏
期
の
土
器
片
・
一
体
の

　
屈
葬
小
児
骨
と
こ
れ
に
伴
5
貝
製
小
玉
首
飾
等
を

　
得
、
六
箇
所
の
濾
鋳
を
発
見
し
た
。

山
百
察
豊
浦
郡
神
玉
村
土
井
ヶ
浜
遺
子
の
調
査

　
響
灘
に
面
し
た
黙
認
遺
蹟
に
対
す
る
九
大
隆
掌
部

　
解
剖
学
教
箋
昭
和
廿
九
年
度
の
発
掘
調
査
は
、
九

　
月
二
日
か
ら
ヤ
巳
聞
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
同
教

　
窒
の
委
嘱
に
よ
っ
て
京
大
考
古
掌
教
室
よ
り
坪
井

　
清
足
等
が
参
加
し
た
。
当
遺
麟
は
砂
丘
に
営
ま
れ

　
た
弥
生
式
時
代
の
墓
地
で
あ
る
が
、
今
圃
の
発
掘

　
に
よ
っ
て
四
品
の
箱
式
石
棺
を
調
査
し
、
約
四
十

　
体
に
及
ぶ
弥
生
式
時
代
入
骨
と
こ
れ
に
伴
う
貝
製

　
小
玉
・
碧
玉
製
管
玉
・
貝
輪
等
多
数
を
得
た
。

　
　
　
　
そ
　
　
の
　
　
他

近
畿
村
落
発
達
史
の
総
合
調
査
に
つ
い
て

　
京
大
国
史
研
究
箋
と
地
理
学
研
究
室
を
中
心
と
七

　
て
表
詑
の
研
究
題
目
に
就
い
て
、
昨
年
度
に
引
続

　
き
国
史
学
・
地
理
学
・
畏
俗
掌
の
総
合
研
究
を
進

　
め
て
い
る
。
昨
年
縫
の
蒐
集
資
料
を
整
理
し
た
結

　
果
に
基
き
、
諸
問
題
を
さ
ら
に
潔
め
る
べ
く
、
今

　
年
蔑
は
交
霊
資
料
に
よ
る
調
査
と
、
現
馳
調
査
を

併
行
し
て
行
5
こ
と
に
特
に
重
点
を
置
い
て
い

る
。
そ
の
研
究
組
織
は
、
e
漁
村
研
究
と
し
て
蓑

壷
鐙
◎
山
村
研
究
と
し
て
高
野
班
爵
平
地
村
研
究

と
し
て
南
河
内
班
と
ヨ
班
に
分
れ
、
夏
季
休
暇
を

利
駕
し
て
次
の
よ
う
な
調
萱
を
進
め
た
。
今
秋
の

総
合
討
論
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

若
狭
班
は
八
月
上
旬
よ
り
九
月
上
旬
に
わ
た
っ

て
、
小
葉
田
教
授
、
織
爾
教
授
等
が
昨
年
調
査
し

た
三
方
郡
に
隣
接
す
る
遠
敷
轟
の
漁
村
を
調
査
の

対
象
と
し
た
。
歴
史
班
は
、
漁
業
と
漁
村
の
史
的

発
展
と
い
う
観
点
か
ら
史
料
採
訪
を
行
い
、
相
器

数
に
上
る
近
世
史
料
と
、
可
成
り
の
中
世
史
料
に

接
す
る
事
が
田
来
た
。
属
硲
班
は
、
家
と
漁
携
と

い
5
テ
ー
マ
で
、
漁
携
紐
織
か
ら
漁
業
潰
行
習

俗
、
祭
祀
等
に
就
き
調
査
を
行
っ
た
。
地
理
襲

は
、
明
治
以
後
に
於
け
る
漁
業
の
展
開
推
移
を
、

統
計
資
料
等
を
通
じ
て
調
査
し
た
。

高
野
班
は
、
七
月
下
旬
以
降
、
靹
淵
、
天
野
、
見

好
の
三
村
に
赴
き
、
柴
田
教
授
以
下
が
岩
茸
調
査

に
あ
た
っ
た
。
現
在
濁
史
・
民
俗
爾
班
は
、
靹

淵
、
天
野
両
村
に
つ
い
て
古
代
以
降
一
貫
し
て
村

落
囎
展
、
祭
潟
組
織
、
在
地
土
藻
の
問
題
等
を
中

心
に
成
果
を
整
理
中
で
あ
る
が
、
輌
淵
龍
駕
宮
所

＝
二

　
蔵
の
古
文
護
等
池
そ
の
膚
力
な
史
料
と
な
る
で
あ

　
ろ
う
。
地
理
班
は
靹
淵
、
見
好
両
村
に
つ
い
て
役

　
場
の
資
料
そ
の
他
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
た
。

　
爾
河
内
班
は
、
古
代
・
申
構
及
び
民
俗
・
近
世
・

　
地
理
の
四
班
に
分
れ
て
、
夫
々
七
月
下
旬
以
降
調

　
査
を
行
っ
た
。
古
代
班
は
広
く
河
内
一
帯
に
亘
り

　
屯
倉
所
在
地
、
条
里
の
総
総
の
調
査
を
行
い
、
中

　
世
民
俗
客
は
、
一
向
一
揆
の
問
題
を
申
心
に
北
都

　
の
真
宗
寺
院
を
、
叉
念
仏
信
仰
闊
係
の
譜
翌
旦
、

　
営
欝
欝
を
申
爾
部
に
調
査
し
た
。
近
世
班
は
石
川

　
谷
一
帯
の
旧
庄
屋
、
旧
木
綿
関
係
商
人
の
家
の
文

　
書
記
録
を
採
訪
し
た
。

人
文
科
掌
研
究
所
夏
季
入
文
科
学
理
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
法
経
第
瓢
教
室

　
入
月
一
ヨ
（
日
）

　
町
入
の
起
源
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
田
　
吉
雄

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
起
源
　
　
　
　
　
　
会
田
　
雄
次

　
山
月
二
日
（
月
）

　
牧
畜
の
起
源
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
西
　
錦
司

　
中
麟
古
代
の
農
業
　
　
　
　
　
　
　
天
野
元
之
助

　
八
月
三
日
（
火
）

　
中
国
封
建
制
度
の
起
源
　
　
　
　
　
貝
塚
　
茂
樹

　
中
国
目
語
文
掌
の
趨
源
　
　
　
　
　
入
選
　
義
高

（629．）


